
今月の紙面
２面 山田半田Ｂ遺跡で大宰府系土師器

出土
３面 島ミカン、花良治ミカンに多量の

がん抑制成分
４面 喜界は薬草の宝庫
５面 農業委員決定／社会を明るくする

運動
６面 第２回しま興し祭り
７面 第46回大島地区体育大会

８～９面 ご存じですかクーリングオフ制度
10面 まちの話題／保健師だより

11～13面 お知らせ／海の贈り物／国民年金
だよりほか

14面 教育委員会のとびら
15面 わが家のアイドル／喜界歌壇／戸

籍の窓ほか
16面 「しま興し祭り」スナップ

陽
光
燦
々

～シマナーのヒマワリ畑～



土
師
器
片
が
出
土
し
た
の
は
、

一
昨
年
発
掘
が
行
わ
れ
た
山
田
中

西
遺
跡
よ
り
や
や
城
久
集
落
寄
り

の
山
田
半
田
Ｂ
遺
跡
。
県
営
畑
地

帯
総
合
整
備
事
業
に
伴
い
昨
年
五

月
か
ら
八
月
ま
で
四
千
平
方
メト
ール

の

調
査
発
掘
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
中
国

製
の
白
磁
、
滑
石
性

石
鍋
、
須
恵
器
、
カ

ム
ィ
ヤ
キ
等
の
遺
物

が
多
数
出
土
。
大
型

の
フ
イ
ゴ
の
羽
口
も

発
見
さ
れ
、
鉄
に
関

す
る
何
ら
か
の
作
業

が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
も
裏
付
け
ら
れ

た
。
年
代
的
に
は
青

磁
が
出
土
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
山
田

半
田
Ｂ
遺
跡
が
若
干

古
く
、
古
代
か
ら
中
世
前
半
期
に

か
け
て
の
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

柱
穴
は
山
田
中
西
遺
跡
の
千
四
百

に
対
し
千
六
百
あ
っ
た
。

柱
穴
群
は
笠
利
町
か
ら
も
出
土

し
て
い
る
が
、
山
田
半
田
Ｂ
遺
跡

は
今
年
さ
ら
に
範
囲
を
広
げ
調
査

中
で
、
柱
穴
群
の
規
模
は
群
島
最

大
規
模
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
同

遺
跡
か
ら
は
四
本
柱
倉
庫
群
が
多

数
出
土
し
、
他
に
六
本
柱
、
十
本

柱
の
建
物
跡
と
見
ら
れ
る
柱
穴
も

確
認
さ
れ
た
。

土
師
器
片
は
そ
の
柱
穴
か
ら
発

見
さ
れ
、
縦
の
最
も
広
い
部
分
が

約
一
・
五
セチ
ン

、
約
横
二
・
五
セチ
ン

の

三
角
形
。
内
側
が
い
ぶ
さ
れ
黒
色

を
し
て
お
り
、
裏
側
の
土
に
赤
い

斑
点
が
あ
る
。

今
年
三
月
に
「
喜
界
島
研
究
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
古
代
・
中
世
の
キ

カ
イ
ガ
シ
マ
）」
が
開
催
さ
れ
た

際
、
九
州
国
立
博
物
館
の
赤
司
善

彦
展
示
課
長
が
、
出
土
し
た
遺
物

の
中
か
ら
大
宰
府
政
庁
付
近
で
よ

く
出
土
す
る
土
師
器
と
酷
似
し
た

破
片
を
発
見
。「
九
世
紀
ご
ろ
の

大
宰
府
系
の
土
師
器
の
可
能
性
が

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
具
体
的
に

は
、
食
膳
に
用
い
ら
れ
た
坏
（
皿
）

の
底
部
と
見
ら
れ
る
。

喜
界
島
が
文
献
で
初
見
さ
れ
る

の
は
九
九
八
年
『
日
本
紀
略
』。

大
宰
府
か
ら
「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
に

南
蛮
（
ア
マ
ミ
）
追
討
の
下
知
が

下
さ
れ
た
」
記
述
が
残
っ
て
お
り
、

大
宰
府
と
喜
界
島
の
関
係
が
研
究

者
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

赤
司
課
長
に
よ
る
と
「
九
州
を

管
轄
す
る
大
宰
府
の
影
響
が
、
九

世
紀
に
は
喜
界
島
ま
で
及
ん
で
い

た
こ
と
を
裏
付
け
る
初
の
考
古
資

料
。
古
代
九
州
と
南
島
の
関
係
解

明
に
つ
な
が
る
発
見
に
も
な
り
う

る
」
と
語
り
、
今
後
の
発
掘
に
期

待
す
る
。

大
宰
府
政
庁
か
ら
出
土
し
た
土

師
器
と
同
型
で
あ
る
か
は
、
ま
だ

数
人
の
研
究
者
の
詳
し
い
鑑
定
が

必
要
だ
が
、「
古
代
・
中
世
の
キ

カ
イ
ジ
マ
」
と
大
宰
府
の
関
係
を

解
き
明
か
す
糸
口
と
な
り
そ
う
だ
。

半
田
遺
跡
か
ら
は
人
骨
二
体

山
田
半
田
Ｂ
遺
跡
よ
り
北
側
の

半
田
遺
跡
（
城
久
）
か
ら
男
女
一

体
ず
つ
の
人
骨
が
五
月
、
相
次
い

で
発
見
さ
れ
た
。
人
骨
の
鑑
定
に

あ
た
っ
た
土
井
ケ
浜
遺
跡
・
人
類

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
松
下
孝
幸
氏

に
よ
る
と
「
奄
美
で
縄
文
・
弥
生

〜
中
世
の
男
性
人
骨
が
発
見
さ
れ

た
の
は
初
め
て
。
し
か
し
、
顔
面

の
多
く
が
破
損
し
て
お
り
、
地
域

特
性
（
奄
美
系
、
非
奄
美
系
）
の

把
握
は
残
念
な
が
ら
難
し
い
」
と

い
う
。
女
性
は
一
四
三
セチ
ン

で
若
い

女
性
。
男
性
は
一
五
六
セチ
ン

。
周
囲

か
ら
出
土
し
た
カ
ム
ィ
ヤ
キ
か
ら

中
世
の
可
能
性
が
高
い
と
見
ら
れ

る
。
教
育
委
員
会
の
澄
田
直
敏
主

査
は
「
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
何
ら
か

の
関
係
が
あ
り
、
大
き
な
遺
跡
群

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
と
、
新
た
な
発

見
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

平成17年７月号　（2）

山
田
半
田
Ｂ
遺
跡
か
ら
昨
年
出
土
し
た
土
師
器
片
が
、
福
岡
の
大

宰
府
政
庁
跡
周
辺
で
出
土
し
た
九
世
紀
ご
ろ
の
坏つ

き（
皿
）と
同
じ
特
徴

を
示
し
て
い
る
と
の
見
解
が
、
こ
の
ほ
ど
九
州
国
立
博
物
館
・
赤
司

善
彦
展
示
課
長
か
ら
示
さ
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
大
宰
府
と
喜
界
島
の

関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
土
師
器
片
の
出
土
は
、
九
州

を
管
轄
す
る
大
宰
府
の
影
響
が
南
西
諸
島
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を

裏
付
け
る
初
の
考
古
資
料
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
同
遺
跡
か
ら
は
群
島
最
大
規
模
の
柱
穴
群
も
発
掘
さ
れ
て

お
り
、
大
宰
府
と
の
関
係
、
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
の
位
置
づ
け
な
ど
、
今

後
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。

大
宰
府
と
の
関
係
裏
付
け
る
初
資
料
か

大宰府系の土師器
は じ き

出土

群島最大規模の柱穴群も

半田遺跡で発見された人骨２体。
右が男性、左が女性



喜
界
島
に
は
花
良
治
ミ
カ
ン
や

島
ミ
カ
ン
な
ど
固
有
の
在
来
カ
ン

キ
ツ
類
が
数
多
く
存
在
す
る
。
し

か
し
近
年
、
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ

ン
グ
病
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
被
害

が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
、
種
の
保

存
お
よ
び
そ
の
特
性
の
解
明
が
急

務
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
カ
ン
キ
ツ

特
有
の
成
分
で
あ
る
ポ
リ
メ
ト
キ

シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
含
有
量
を
高

速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
っ

て
測
定
。
島
ミ
カ
ン
と
花
良
治
ミ

カ
ン
の
果
実
、
果
皮
の
含
有
量
を

経
時
的
に
調
査
し
た
。
ポ
リ
メ
ト

キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
シ
イ
ク
ワ

シ
ャ
ー
に
多
量
に
含
有
さ
れ
る
機

能
性
成
分
で
、
が
ん
抑
制
効
果
が

高
い
と
し
て
近
年
注
目
を
浴
び
て

い
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
花
良
治
ミ
カ

ン
と
島
ミ
カ
ン
の
果
汁
ポ
リ
メ
ト

キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
含
有
量
は
、

シ
イ
ク
ワ
シ
ャ
ー
と
比
較
し
て
同

等
か
そ
れ
以
上
の
値
を
示
し
た
。

島
ミ
カ
ン
の
ポ
リ
メ
ト
キ
シ
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド
含
有
量
は
、
七
月
下
旬

か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
最
高
値

を
示
し
、
以
後
果
実
の
成
熟
に
伴

っ
て
減
少
、
十
二
月
以
降
は
成
分

量
が
急
激
に
減
少
し
、
一
月
は
ほ

と
ん
ど
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
果
皮
の
ポ
リ
メ
ト
キ
シ

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
含
有
量
は
果
汁
よ

り
も
格
段
に
高
く
、
島
ミ
カ
ン
は

シ
イ
ク
ワ
シ
ャ
ー
と
同
程
度
、
花

良
治
ミ
カ
ン
は
約
半
分
だ
っ
た
。

経
時
的
含
有
量
は
、
果
汁
と
同
じ

く
果
実
の
成
熟
に
伴
っ
て
減
少
し

た
。以

上
の
結
果
か
ら
、
調
査
を
担

当
し
た
山
本
雅
史
助
教
授
は
「
花

良
治
ミ
カ
ン
お
よ
び
島
ミ
カ
ン
の

果
実
に
は
比
較
的
多
量
の
ポ
リ
メ

ト
キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
含
ま
れ

て
お
り
、
発
が
ん
抑
制
効
果
の
あ

る
機
能
性
成
分
の
供
給
元
と
し
て

有
望
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
種
・
品
種
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

違
い
を
検
出
す
る
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｄ
分
析

も
実
施
。
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ス
タ
ー

解
析
し
、
在
来
カ
ン
キ
ツ
の
類
縁

関
係
を
調
査
し
た
結
果
も
報
告
さ

れ
た
。
報
告
に
よ
る
と
花
良
治
ミ

カ
ン
と
九
年
母
は
き
わ
め
て
近
縁

性
が
高
く
、
島
ミ
カ
ン
も
そ
の
両

者
と
近
縁
性
が
高
か
っ
た
。
山
本

助
教
授
の
推
測
で
は
「
島
ミ
カ
ン

と
九
年
母
が
掛
け
合
わ
さ
り
、
さ

ら
に
九
年
母
と
交
配
し
た
可
能
性

が
高
い
」
と
い
う
。

平
成
十
七
年
度
は
、
優
良
品
種

の
探
索
お
よ
び
選
抜
を
継
続
し
て

行
い
、
昨
年
度
注
目
し
た
品
種
・

系
統
に
つ
い
て
も
再
度
調
査
す

る
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
ア
ル

コ
ル
ビ
ン
酸
）
お
よ
び
が
ん
抑
制

効
果
が
期
待
さ
れ
る
リ
モ
ノ
イ
ド

を
中
心
に
、
そ
の
経
時
的
変
化
を

追
跡
。
糖
お
よ
び
有
機
酸
組
成
に

つ
い
て
も
同
様
に
解
明
し
て
い

く
。遺

伝
子
背
景
の
解
明
で
は
母
性

遺
伝
す
る
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を

実
施
。
昨
年
度
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
喜
界
島
在
来
カ
ン
キ
ツ
の
起

源
を
高
い
精
度
で
推
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
し
て
い
る
。

他
種
の
調
査
結
果
で
は
、
フ
ス

ー
と
シ
ー
ク
ー
も
比
較
的
近
縁
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
残
念

な
が
ら
ポ
リ
メ
ト
キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ

イ
ド
含
有
量
は
少
な
か
っ
た
。

（3） 平成17年７月号

鹿
児
島
大
学
農
学
部
に
依
頼
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
在

来
カ
ン
キ
ツ
類
の
成
分
調
査
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を
進
め
て
き
た

調
査
結
果
「
喜
界
町
に
お
け
る
地
域
環
境
に
適
し
た
優
良
な

在
来
カ
ン
キ
ツ
遺
伝
資
源
の
選
抜
」（
平
成
十
六
年
度
実
施
）

が
こ
の
ほ
ど
、
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
島
ミ
カ
ン
や

花
良
治
ミ
カ
ン
に
は
が
ん
を
抑
制
す
る
機
能
が
高
い
「
ポ
リ

メ
ト
キ
シ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
り
花
良
治
ミ

カ
ン
は
九
年
母
と
き
わ
め
て
近
く
、
島
ミ
カ
ン
も
両
者
と
近

縁
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

鹿大農学部調査報告

◇ポリメトキシフラボノイド
抗ヒスタミン作用、抗アレルギー作用、抗がん

作用がある。カンキツ類のうち、マンダリン種の
一部の品種にしかなく、ポンカン、タンカン、紀
州ミカン、シイクワシャーに多く含まれている。
しかし、温州ミカン等のマンダリンにはほとんど
含まれておらず、レモンなどにもほとんどない。
沖縄県特産のシイクワシャーはこの機能成分を多
く含有するため、現在引く手あまたの状態である。

島
ミ
カ
ン
、花
良
治
ミ
カ
ン
に

多
量
の
が
ん
抑
制
成
分



勉
強
会
で
紹
介
さ
れ
た
薬
用
植

物
は
数
十
種
類
。
高
坂
獣
医
師
は

実
際
に
植
物
を
示
し
な
が
ら
利
尿

効
果
や
糖
尿
病
、
風
邪
、
発
熱
な

ど
に
対
す
る
効
能
を
説
明
し
、

「
喜
界
島
は
薬
草
の
宝
庫
。
薬
草

が
数
多
く
足
下
に
転
が
っ
て
い

る
」
と
そ
の
種
類
の
多
さ
を
指
摘

し
た
。

中
に
は
私
た
ち
に
馴
染
み
深
い

植
物
も
あ
れ
ば
、
日
ご
ろ
雑
草
だ

と
思
っ
て
い
た
植
物
も
数
多
く
あ

り
、
参
加
者
は
そ
の
意
外
性
と
種

類
の
多
さ
に
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。

ま
た
、
高
坂
獣
医
師
は
薬
用

植
物
だ
け
で
は
な
く
、
有
害
な

植
物
に
つ
い
て
も
言
及
。
人
間

は
も
と
よ
り
家
畜
に
も
食
べ
さ

せ
て
は
い
け
な
い
植
物
を
挙

げ
、
注
意
を
呼
び
掛
け
た
。

会
場
で
は
高
坂
獣
医
師
が
用

意
し
た
「
空
豆
の
皮
を
焙
煎

ば
ん
せ
い

し

た
お
茶
」
も
出
さ
れ
、
試
飲
し

た
参
加
者
は
「
ま
ろ
や
か
な
味
。

お
い
し
い
」
と
驚
い
た
様
子
で
飲

み
干
し
て
い
た
。
高
坂
獣
医
師
は

「
豆
の
皮
は
捨
て
て
し
ま
う
も
の

だ
が
、
ち
ょ
っ
と
手
を
加
え
る
こ

と
で
お
金
に
な
る
。
利
用
次
第
で

は
島
興
し
の
起
爆
剤
に
な
り
得

る
。
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
な
ど
島
を

支
え
る
薬
草
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
、
力
強
く
語
っ
た
。

会
場
で
は
質
問
も
相
次
ぎ
、
町

民
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

た
。
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薬
草
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
喜
界
島
だ
が
、
ど
の
植
物
が
薬
草
と
し
て

利
用
で
き
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
効
能
が
あ
る
の
か
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
喜
界
町
認
定
・
担
い
手
農
業
連
絡
協
議
会
で
は

喜
界
町
家
畜
診
療
所
嘱
託
獣
医
師
・
高
坂
嘉
孝
氏
を
講
師
に
招
き
、
薬

草
の
勉
強
会
を
六
月
二
十
二
日
、
町
内
飲
食
店
で
開
い
た
。
会
場
に
は

会
員
や
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
会
員
も
訪
れ
、
興
味
深
そ
う
に
メ
モ
を

と
っ
た
り
、
質
問
し
た
り
し
て
い
た
。

喜
界
は
薬
草
の
宝
庫

町
家
畜
診
療
所
の
高
坂
獣
医
師
が
講
演

野
草
を
手
に
「
島
興
し
の
起
爆

剤
に
な
り
得
る
」
と
説
明
す
る

高
坂
氏

ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
。
根
に
は
風
邪
、

鎮
咳
、
利
尿
の
効
能
が
あ
り
、
葉

は
滋
養
強
壮
に
食
用
と
す
る

◇島に植生する主な薬用植物
ハマボウフウ、ヨモギ、リュウキュウヨモギ、カワラヨモギ、シマアザミ、ボタンボウフウ、イソマツ、ホソバワ
ダン、モクビャッコウ、オオバグミ、マルバグミ、ツルグミ（奄グビキ）、スベリヒユ、セイロンベンケイ、キンチ
ョウ、ゲンノショウコ、ルリハコベ、ヤナギバルイラソウ、シロバナセンダングサ、オオアレチノギク、ヒメジオ
ン、ハハコグサ、ツユクサ、シマツユクサ、マルバツユクサ、イチョウ、ノカンゾウ、ヤブカンゾウ、ジュズダマ、
クマタケラン、ゲットウ、オオイタビ、マメグンバイナズナ、タイワンソクズ、クコ、リュウキュウカラスウリ、
オオカラスウリ、アマチャヅル、クチナシ、シマグワ、グァバ（バンシロウ）、オオバコ、ヒラオオバコ、ナンテン、
ビワ（枇杷）、カキ（柿）、マツバセリ、ハイビスカス（仏桑草）、ガジュマル、空豆、サルカケミカン、陳皮（ミカンの
皮）、ヘクソカズラ
◇島に植生する有害植物
ハマヒルガオ、リュウキュウアサガオ、ノアサガオ、グンバイヒルガオ、ハマオモト（ハマユウ）、玉スダレ、マン
ジュシャゲ（ヒガンバナ）、ショウキラン（黄色）、クロヨナ、ギンネム、モクセンナ、ハマセンナ、オキナワキョウ
チクトウ（ミフクラギ）、キョウチクトウ、キバナキョウチクトウ、アリアケカズラ、ヒメアリアケカズラ、ホウラ
イカガミ、ハマボッス、ソテツ、ヒマ（トウゴマ）、ニチニチソウ、トウダイグサ、セイタカアワダチソウ、パパイ
アの若葉、センダン、キダチチョウセンアサガオ、アマミテンナンショウ、ムサシアブミ、クワズイモ、ヤンバル
センニンソウ、シキミ、ツツジ各種、オオムラサキシキブ、イジュ、ハゼノキ、エゴノキ、サンゴジュ、ムニンキ
ケマン、ルコウソウ、ヒメユズリハ、タバコ、園芸種＝トリカブト、ジギタリス、ノボリフジ、ノウゼンカズラ、
夾竹桃、プルメリア、ショウジョウボク（ポインセチア）
◇食用種
ボタンボウフウ（サクナ、沖長命草）、ハマウド、スイバ（スカンポ）、ハマボウフウ、イタドリ、シマグワ、ツワブ
キ、タラノキ、フウトウカズラ、オオタニワタリ、ツルナ、ホソバワダン、ハマダイコン、アブラナ（スンカー）、
ヨモギ、サツマイモの葉、スイゼンジナ、マメグンバイナズナ
◇生食できる実
シマグワ、ツルグミ、リュウキュウコクタン、イヌマキ、ヤマモモ、モモタマナ

※効能や食用方法については、十分気をつけて下さい。（参考＝『沖縄の薬草百科』新星図書出版）



任
期
満
了
に
伴
う

喜
界
町
農
業
委
員
会

選
挙
が
七
月
五
日
告

示
さ
れ
、
無
投
票
で

九
人
の
公
選
農
業
委

員
が
決
ま
っ
た
。

委
員
定
数
は
公
選

の
九
人
に
加
え
、
議

会
、
農
協
、
土
地
改

良
区
推
薦
の
各
一
人

を
加
え
た
十
二
人
。

農
業
委
員
会
法
の
改

正
に
よ
り
前
回
よ
り

二
人
減
と
な
っ
た
。

任
期
は
三
年
。
二
十
日
、
初
会
合

が
あ
り
、
会
長
に
益
田
幸
氏
、
副

会
長
に
嘉
津
正
丸
氏
が
就
任
し
た
。

農
業
委
員
会
は
農
地
所
有
権
の

移
転
、
地
上
権
等
の
設
定
、
農
地

転
用
の
許
認
可
な
ど
を
主
な
事
業

と
し
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
農

業
生
産
力
の
向
上
・
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
農
業
委
員
は
農
地
の
あ

っ
せ
ん
や
農
業
振
興
計
画
の
策
定

が
主
な
業
務
と
な
る
。 ３期連続

無 投 票

毎
年
七
月
は
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
強
調
月
間
。
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
。

近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
事
件

が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
地

域
社
会
や
家
庭
が
持
っ
て
い
た
犯

罪
防
止
力
と
い
っ
た
「
地
域
力
」

が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

法
務
省
で
は
「
家
庭
の
対
話
を

充
実
さ
せ
て
家
族
の
き
ず
な
を
強

化
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
犯
罪
や
非
行
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
活
動
を
推
進
し
、
明

る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
の

浸
透
と
成
果
を
期
す
る
た
め
、
街

頭
広
報
活
動
や
住
民
集
会
、
映
画

会
、
弁
論
大
会
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
、
地
域
に

根
差
し
た
様
々
な
運
動
を
展
開
し

て
い
る
。

喜
界
町
保
護
司
会
（
西
俣
理
介

支
部
長
）
は
七
月
一
日
、
藤
村
昭

五
助
役
を
訪
ね
、
運
動
の
趣
旨
を

説
明
し
、
協
力
を
要
請
し
た
。

重
点
目
標
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
正
の

援
助
」
統
一
標
語
「
ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く
明
る
い
社
会
」

（5） 平成17年７月号

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会

第
55
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

12人の農業委員決まる

吉田　常久
（農協推薦）

勝岡　玉喜
（小野津）

副会長／嘉津正丸
（赤連）

上村　雅文
（西目）

川畑　英雄
（嘉鈍）

吉田　　靖
（花良治）

南村フサエ
（志戸桶）

嶺倉　克己
（滝川）

前島勇一郎
（上嘉鉄）

会長／益田　　幸
（荒木）

井上　敏郎
（土地改良区推薦）

中村　忠賀
（議会推薦）



前
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨

も
上
が
り
、
会
場
に
は
朝
早

く
か
ら
大
勢
の
町
民
が
島
の

特
産
物
を
求
め
て
列
を
作
っ

た
。
カ
ボ
チ
ャ
や
メ
ロ
ン
、

フ
ワ
リ
、
ス
イ
カ
、
ト
ウ
ガ

な
ど
夏
を
告
げ
る
島
の
特
産

品
は
特
に
人
気
が
あ
り
、
時

間
前
か
ら
テ
ン
ト
の
前
は
人

だ
か
り
。
営
農
支
援
セ
ン
タ

ー
が
用
意
し
た
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
苗
や
ハ
ン
ダ
マ

も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

た
。
姉
妹
町
・
菱
刈
町
の
テ

ン
ト
に
は
米
や
椎
茸
、
黒
豚

み
そ
な
ど
が
並
び
、
売
り
子
の
威

勢
の
い
い
掛
け
声
に
町
民
も
足
を

止
め
、
商
品
を
買
い
求
め
た
。

ま
た
、
黒
豚
の
丸
焼
き
や
ト
マ

ト
狩
り
ツ
ア
ー
、
喜
界
島
産
木
炭
、

木
工
品
の
展
示
、
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー

や
ヤ
キ
ム
ッ
チ
ー
の
販
売
、
黒
砂

糖
の
実
演
販
売
、
各
サ
ー
ク
ル
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
会
場
に
軒

を
連
ね
た
。

式
典
で
は
織
工
な
ど
、
長
年
功

績
の
あ
っ
た
十
九
人
の
先
達
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
続

い
て
、
歌
手
で
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
吉
川
精
一
氏
が
「
人
生

い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
と
題
し
て

講
演
。「
歌
手
は
少
年
時
代
の
夢
。

定
年
後
を
ど
う
す
る
か
。
ヒ
ン
ト

は
少
年
少
女
時
代
に
あ
る
の
で

は
。
人
生
は
今
、
こ
こ
か
ら
始
ま

る
」「
出
会
い
が
人
生
を
根
底
か

ら
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。
よ
い
出

会
い
を
」「
宝
石
の
よ
う
な
言
葉

に
出
会
い
な
が
ら
気
づ
か
な
い
。

小
石
を
宝
石
に
変
え
て
く
れ
る
も

の
は
『
あ
り
が
と
う
』。
あ
り
が

と
う
に
は
力
が
あ
る
。
た
く
さ
ん

の
あ
り
が
と
う
に
出
会
い
た
い
」

と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の
思
い

出
や
退
職
後
に
歌
手
を
目
指
し
た

理
由
、
出
会
い
か
ら
学
ん
だ
生
き

方
な
ど
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
、
時

に
は
涙
を
誘
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
て
語
っ
た
。
講
演
後
は
衣
装
を

変
え
て
歌
手
に
早
変
わ
り
。
伸
び

の
あ
る
高
音
を
披
露
し
、
観
客
の

喝
采
を
浴
び
た
。

ま
た
、
健
康
相
談
室
で
は
血
圧

や
骨
密
度
、
血
管
年
齢
、
活
力
測

定
が
あ
り
、
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
か

ら
保
健
師
の
ア
ト
バ
イ
ス
を
受
け

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
文
化
協
会
主
催
の

舞
台
発
表
。
吉
川
精
一
さ
ん
が
司

会
を
務
め
、
流
れ
る
よ
う
な
司
会

で
観
客
を
魅
了
し
た
。
舞
台
で
は

大
正
琴
、
吟
詠
、
日
舞
、
島
唄
、

コ
ー
ラ
ス
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
が
あ

り
観
客
は
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て

い
た
。

荒
木
民
俗
芸
能
保
存
会
の
女
子

小
学
生
は
、
麦
や
豆
を
メ
グ
リ
ブ

ッ
ト
ォ
ー
で
た
た
き
、
島
ア
ズ
ム

（
杵
）
で
つ
く
、
か
つ
て
の
農
作

業
風
景
を
作
業
唄
「
イ
ト
ゥ
」
に

の
せ
再
現
。
年
配
の
観
客
は
懐
か

し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。

舞
台
発
表
の
締
め
は
や
は
り
六

調
。
中
澤
鶴
子
文
化
協
会
会
長
に

続
い
て
藤
村
昭
五
助
役
や
直
島
秀

守
収
入
役
、
出
演
者
、
観
客
も
参

加
し
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
を

巻
い
た
。

最
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
。
テ

レ
ビ
や
洗
濯
機
、
除
湿
器
な
ど
の

豪
華
な
景
品
の
番
号
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
た
び
に
、
歓
声
や
た
め
息

が
上
が
っ
て
い
た
。

毎
年
恒
例
の
漁
協
直
送
の
島
魚

は
天
候
不
良
が
続
き
、
こ
の
日
は

中
止
と
な
っ
た
が
、
和
牛
改
良
組

合
特
製
の
牛
丼
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
た
。

ま
た
、
薬
剤
散
布
用
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
試
験
飛
行
や
子
豚
の
ト
ン
ト

ン
レ
ー
ス
、
地
下
ダ
ム
見
学
、
農

機
具
展
示
も
あ
り
、
終
日
多
く
の

町
民
で
賑
わ
っ
た
。

表
彰
者
（
十
九
人
）

【
糖
業
】
盛
島
文
男（
島
中
）

【
畜
産
】
思
照
也（
佐
手
久
）

【
園
芸
】
富
岡
長
之
助（
蒲
生
）

【
水
産
】
西
昭
彦（
中
里
）

【
自
然
保
護
】
満
豊
一（
滝
川
）

【
工
芸（
織
工
）】
梅
イ
セ
（
上
嘉

鉄
）・
須
直
得
子（
上
嘉
鉄
）・
大

友
マ
ツ
（
上
嘉
鉄
）
・
美
代
イ
シ

（
上
嘉
鉄
）・
林
節
子（
先
山
）・
吉

川
ミ
エ
子（
先
山
）・
山
崎
文（
山

田
）・
高
岡
ハ
ツ
ノ（
小
野
津
）・

山
岡
カ
メ（
志
戸
桶
）・
郡
山
ミ
ツ

ヱ（
志
戸
桶
）・
福
山
セ
キ
子（
志

戸
桶
）・
中
山
チ
ヱ（
志
戸
桶
）・

平
田
ア
キ
（
志
戸
桶
）
・
喜
田
節

（
湾
）

平成17年７月号　（6）

産
業
、文
化
、健
康
福
祉
の
祭
典

第
二
回
し
ま
興
し
祭
り
が
六
月
二
十
五
日
、
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
千
人
を
超
す
町
民
が
会

場
を
訪
れ
た
。
式
典
で
は
各
産
業
分
野
で
長
年
功
績
の

あ
っ
た
町
民
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
と
と
も

に
、
講
演
会
や
舞
台
発
表
も
行
わ
れ
た
。
会
場
の
外
で

は
本
町
や
姉
妹
町
菱
刈
町
の
特
産
品
が
並
び
、
訪
れ
た

町
民
は
目
当
て
の
品
物
を
買
い
求
め
て
い
た
。
祭
り
の

最
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
豪
華
な
賞
品
の

番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

し
ま
興
し
祭
り
は
産
業
祭
、
文
化
祭
、
健
康
福
祉
祭
り

を
統
合
し
、
産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭
典
と
し
て

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

第２回しま興し祭り島
の
夏
野
菜
に
ひ
と
だ
か
り



陸上は男女とも喜界が制す

◇
各
競
技
結
果

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
】
喜
界
２

―
１
住
用
・
喜
界
３
―
０
龍
郷
・

大
和
２
―
１
喜
界
【
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
女
子
】
喜
界
２
―
１
龍
郷
・
喜

界
２
―
１
和
泊
・
徳
之
島
２
―
１

喜
界
【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
喜

界
７
位
【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
】

喜
界
２
―
１
知
名
・
和
泊
２
―
１

喜
界
・
名
瀬
２
―
０
喜
界
【
相
撲
】

団
体
一
般
２
部
３
位
・
個
人
一
般

一
部
＝
③
倉
橋
憲
司
【
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
】
名
瀬
90
―
56
喜

界
・
喜
界
50
―
49
和
泊
・
瀬
戸
内

75
―
66
喜
界
【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
女
子
】
知
名
40
―
39
喜
界
・
瀬

戸
内
79
―
56
喜
界
【
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
男
子
】
喜
界
３
―
５
徳
之
島

【
カ
ヌ
ー
男
子
】
喜
界
６
位
【
サ

ッ
カ
ー
】
喜
界
２
―
０
天
城
・
与

論
３
―
０
喜
界
【
硬
式
テ
ニ
ス
】

瀬
戸
内
５
―
０
喜
界
・
笠
利
５
―

０
喜
界
【
軟
式
野
球
】
知
名
２
―

１
喜
界
【
弓
道
】
遠
的
20
・
近
的

17
【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
知
名
25
―

６
喜
界
・
伊
仙
11
―
10
喜
界
【
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
】
名
瀬
２
―
０

喜
界
・
龍
郷
２
―
０
喜
界
・
和
泊

２
―
０
喜
界
【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男

子
】
喜
界
４
―
１
宇
検
・
和
泊
３

―
２
喜
界
・
喜
界
４
―
１
天
城
・

喜
界
４
―
１
笠
利
・
喜
界
３
―
２

瀬
戸
内
・
名
瀬
３
―
０
喜
界
【
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
】
喜
界
２
―
１

瀬
戸
内
・
龍
郷
２
―
１
喜
界
・
笠

利
２
―
１
喜
界
【
陸
上
女
子
総
合
】

①
喜
界
42
点
②
龍
郷
34
点
③
名
瀬

32
点
【
陸
上
女
子
個
人
】
高
校
１

０
０
ｍ
障
害
＝
②
乾
千
尋
20
秒
４

③
寔
愛
理
21
秒
７
▼
一
般
１
０
０

ｍ
＝
③
小
谷
美
香
子
16
秒
７
▼
共

通
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝
②
喜
界
56

秒
５
▼
高
校
砲
丸
投
げ
①
栄
真
里

奈
７
ｍ
90
▼
高
校
走
り
幅
跳
び
＝

③
豊
島
優
奈
４
ｍ
43
▼
一
般
走
り

幅
跳
び
＝
①
上
島
仁
美
４
ｍ
６

【
陸
上
男
子
総
合
】
①
喜
界
町
93

点
②
瀬
戸
内
82
点
③
名
瀬
市
70
点

【
陸
上
男
子
個
人
】
▼
50
歳
代
２

０
０
０
ｍ
＝
③
松
本
望
７
分
11
秒

８
▼
30
歳
未
満
１
０
０
ｍ
＝
③
小

森
誠
喜
12
秒
０
▼
30
歳
代
１
０
０

ｍ
＝
③
奥
山
嘉
邦
12
秒
３
▼
高
校

１
０
０
ｍ
＝
①
都
伸
也
11
秒
３
②

富
田
健
太
11
秒
６
▼
高
校
４
０
０

ｍ
＝
①
富
田
健
太
54
秒
１
②
賀
亮

太
55
秒
０
▼
高
校
１
５
０
０
ｍ
＝

①
前
島
隆
太
４
分
16
秒
４
＝
（
大

会
タ
イ
記
録
）
▼
共
通
１
１
０
ｍ

障
害
＝
②
濱
上
高
史
20
秒
２
③
友

岡
悠
輔
21
秒
７
▼
共
通
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
＝
①
喜
界
45
秒
７
▼
高
校

砲
丸
投
げ
＝
②
白
川
健
将
10
ｍ
９

▼
30
歳
未
満
砲
丸
投
げ
＝
③
小
森

誠
喜
８
ｍ
32
▼
40
歳
代
砲
丸
投
げ

＝
③
上
栫
久
伸
10
ｍ
71
▼
高
校
走

り
幅
跳
び
＝
②
友
岡
悠
輔
５
ｍ
50

◇
陸
上
・
朝
日
浩
之
監
督
の
コ
メ

ン
ト

優
勝
を
狙
え
る
の
は
今
年
し
か

な
い
と
「
参
加
種
目
全
員
得
点
」

を
掲
げ
て
臨
ん
だ
。
大
会
で
は
一

般
が
持
ち
前
の
力
を
発
揮
、
高
校

生
は
陸
上
部
を
中
心
に
補
強
メ
ン

バ
ー
も
力
を
発
揮
し
28
種
目
中
17

種
目
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

２
本
の
優
勝
旗
を
手
に
し
た
と
き

は
、
感
無
量
で
う
れ
し
涙
が
こ
み

上
げ
て
き
た
。
こ
の
勢
い
を
大
切

に
来
年
も
連
覇
を
目
指
し
た
い
。

（7） 平成17年７月号

郡体総合成績

～前島隆太（高校男子1500ｍ）
大会タイ記録～

第
五
十
九
回
県
民
体
育
大
会
・
第
四
十
六
回
大
島
地
区
大
会
が
七
月

九
、
十
の
両
日
、
伊
仙
町
を
主
会
場
に
八
市
町
村
で
行
わ
れ
た
。
陸
上

は
男
女
と
も
に
喜
界
が
制
し
、
初
の
男
女
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。
陸

上
個
人
で
は
前
島
隆
太
が
高
校
男
子
一
五
〇
〇
メト
ール

走
で
大
会
タ
イ
記
録
を

マ
ー
ク
。
高
校
男
子
一
〇
〇
メト
ール

で
も
都
伸
也
、
富
田
健
太
が
ワ
ン
ツ
ー
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
飾
る
な
ど
、
高
校
生
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。
他
の
競
技

で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
が
準
優
勝
、
相
撲
団
体
と
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

が
三
位
に
入
る
健
闘
を
見
せ
た
が
、
成
績
は
全
体
的
に
振
る
わ
ず
男
女

総
合
十
位
に
終
わ
っ
た
。

●

第
46
回
大
島
地
区
体
育
大
会
●

▲
陸
上
メ
ン
バ

ー
が
優
勝
報

告
に
町
長
を

訪
問

男女総合
①笠　利 319点
②名　瀬 307点
③龍　郷 297点
④和　泊 293点
⑤瀬戸内 257点
⑥知　名 253点
⑦徳之島 208点
⑧天　城 185点
⑨与　論 172点
⑩喜　界 162点
⑪大　和 155点
⑫伊　仙 129点
⑬宇　検 123点
⑭住　用 83点

女子総合
①名　瀬 99点
②龍　郷 93点
③笠　利 85点
④和　泊 73点
⑤知　名 72点
⑥天　城 71点
⑦瀬戸内 66点
⑧徳之島 60点
⑨与　論 50点
⑩喜　界 48点
⑪大　和 44点
⑫伊　仙 32点
⑬宇　検 25点
⑭住　用 19点



平成17年７月号　（8）



（9） 平成17年７月号



赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
が
六
月

十
八
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
喜
界
町
赤
十
字
奉
仕
団
員

（
吉
本
敏
子
委
員
長
）
五
十
七
人

が
非
常
時
の
炊
き
出
し
訓
練
や
救

急
止
血
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

非
常
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
耐

熱
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
袋
）
を
使
っ
た
米
の
炊
き
出

し
方
法
を
学
ん
だ
。
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
袋
は
、
外
の
水
を
中
に
通
さ
な

い
特
殊
な
袋
で
、
①
釜
の
水
が
汚

れ
て
い
て
も
（
プ
ー
ル
や
川
の
水

で
も
）
米
を
炊
く
こ
と
が
で
き
る
。

②
袋
に
米
を
入
れ
て
炊
く
の
で
、

お
に
ぎ
り
に
比
べ
て
非
常
に
衛
生

的
。
③
均
一
量
の
ご

飯
を
大
勢
の
人
に
配

る
こ
と
が
で
き
る
。

④
箸
が
な
く
て
も
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る

―
な
ど
の
利
点
が
あ

る
。
参
加
者
ら
は

「
お
に
ぎ
り
を
握
る

と
思
っ
て
い
た
が
、

今
回
の
や
り
方
を
見

て
な
る
ほ
ど
と
思
っ

た
」
な
ど
と
話
し
て

い
た
。

ま
た
、
止
血
や
骨

折
、
脱
臼
時
の
包
帯

の
巻
き
方
、
三
角
巾

の
使
い
方
な
ど
の
講

習
を
受
け
た
が
、
日

常
生
活
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
多

く
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

赤
十
字
は
「
人
道
・
公
平
・
中

立
・
独
立
・
奉
仕
・
単
一
・
世
界

性
」
と
い
う
七
つ
の
普
遍
的
な
原

則
の
も
と
に
、
世
界
最
大
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
、
行
動
す
る

人
道
機
関
。
国
境
、
宗
教
、
人
種

を
超
え
て
、
人
の
命
の
尊
厳
を
守

る
た
め
、
様
々
な
人
道
的
活
動
を

し
て
い
る
。

平成17年７月号　（10）

救急止血法などを学ぶ
赤十字奉仕団研修会

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
食
事
・
睡
眠
等
が
不
規
則

に
な
ら
な
い
よ
う
に
体
調
を
整

え
、
長
い
夏
を
乗
り
越
え
ま
し

ょ
う
。

厚
生
連
健
診
の
結
果
は
、

い
か
が
で
し
た
か
？

今
年
の
喜
界
町
全
体
の
結

果
と
、
昨
年
の
鹿
児
島
県
全

体
の
結
果
を
異
常
率
で
比
べ

て
み
ま
し
た
。

◆
　
肝
機
能
検
査
に
異
常
が

あ
る
人
が
多
い
。
γ
Ｇ
Ｔ

Ｐ
も
高
い
の
で
ア
ル
コ
ー

ル
の
影
響
が
大
き
い
。

◆
　
中
性
脂
肪
が
高
い
。
肥

満
・
間
食
・
ア
ル
コ
ー

ル
･
運
動
不
足
が
原
因
？

◆
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
、

血
糖
値
の
異
常
率
は
他
の

地
域
よ
り
低
い
。

四
十
・
五
十
代
の
男
性
は
、

特
に
検
査
結
果
が
悪
く
、
四

〇
％
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
異

常
が
あ
り
、
三
四
％
に
肝
機
能

の
異
常
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

四
人
に
一
人
は
糖
尿
病
が
心
配

と
い
う
恐
ろ
し
い
結
果
も
出
て

い
ま
す
。

現
在
の
喜
界
町
高
齢
者
一
人

あ
た
り
の
医
療
費
は
、
県
内
で

も
低
い
ほ
う
で
す
。
若
い
人
の

負
担
も
軽
く
で
す
ん
で
い
ま

す
。五

十
代
の
皆
さ
ん
が
老
人
医

療
の
対
象
に
な
る
二
十
年
後
の

医
療
費
が
心
配
で
す
。
子
ど
も

や
、
孫
の
負
担
を
少
な
く
す

る
た
め
に
も
、
ア
ル
コ
ー
ル

や
運
動
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

20年後の医療費が心配

真剣な表情で講
習を受ける奉仕
団員（写真提供＝
社会福祉協議会）

小
野
津
小
学
校
（
山
口
幸
彦
校

長
・
児
童
十
三
人
）
恒
例
の
追
い

込
み
漁
が
七
月
十
日
、
小
野
津
港

付
近
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
卒
業

生
や
滝
川
小
学
校
児
童
十
二
人
も

参
加
。
集
落
の
追
い
込
み
漁
の
達

人
・
シ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ
の
全
面
協

力
で
、
今
年
も
ブ
ダ
イ
や
カ
ワ
ハ

ギ
、
ニ
ザ
ダ
イ
な
ど
色
と
り
ど
り

の
鮮
や
か
な
島
魚
が
大
漁
だ
っ

た
。
捕
っ
た
魚
は
差
し
入
れ
の
ハ

ン
ス
ー
（
芋
）
と
と
も
に
刺
し
身
、

唐
揚
げ
、
煮
付
け
、
魚
汁
の
フ
ル

コ
ー
ス
で
味
わ
っ
た
。

校
長
は
「
追
い
込
み
漁
は
島
唄

や
三
味
線
と
同
じ
島
の
伝
統
。
地

域
の
協
力
、
島
の
海
の
美
し
さ
、

島
の
漁
の
歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら

考
え
て
ほ
し
い
」
と
、
漁
の
意
義

を
語
る
。

網
い
っ
ぱ
い
の
大
漁

小
野
津
小
恒
例
追
い
込
み
漁



台
風
災
害
に
備
え
て

今
年
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
。
次
の
点
に
配
意
し
て
台

風
襲
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
家
屋
の
点
検
、
整
備
、
補
修
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
台
風
が
近
づ
い
た
と
き
は
、
絶

え
ず
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
新

し
い
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
強
風
の
中
で
の
戸
締
ま
り
の
準

備
や
不
用
意
な
外
出
は
、
突
風
に

よ
る
転
倒
、
飛
来
物
な
ど
に
よ
る

け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
台
風

へ
の
備
え
は
早
め
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
風
雨
が
強
く
な
っ
て
か
ら
の
避

難
は
危
険
で
す
。
早
め
の
避
難
を

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
ご
と

に
避
難
場
所
の
確
認
や
避
難
方
法

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
万
一

に
備
え
て
避
難
の
自
主
訓
練
な
ど

を
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
相
談
広
報
課

1
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
す

る
県
税
の
減
免
が
あ
り
ま
す

風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
損

害
の
程
度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人

事
業
税
・
自
動
車
税
・
不
動
産
取

得
税
、
個
人
県
民
税
お
よ
び
産
業

廃
棄
物
税
）
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
減
免
の
措
置
を
受
け

る
に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
こ
と
と
、
申
請
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
最
寄
り
の
各
総
務
事
務
所
な
ど

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

大
島
支
庁
財
務
課

1
０
９
９
７
（
５
３
）
１
１
１
１

自
動
車
税
管
理
事
務
所

1
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

「
鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者

追
悼
式
」
参
列
者
募
集

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
沖

縄
戦
で
戦
死
し
た
鹿
児
島
県
出
身

者
の
追
悼
式
に
参
列
を
希
望
さ
れ

る
ご
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
10
日
（
木
）

と
こ
ろ

沖
縄
県
糸
満
市
摩
文
仁

丘
　
鹿
児
島
霊
園

対
象
者

沖
縄
戦
で
戦
死
し
た
方

の
三
親
等
以
内
の
ご
遺
族

申
込
先

各
市
町
村
役
場
　
援
護

担
当
課

申
込
期
限

８
月
31
日
（
水
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
社
会
福
祉
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

喜
界
町
役
場
保
健
福
祉
課

1
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１

未
来
を
担
う
人
材
を
郷
土
に

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
求
人
受
理
が
６
月
20
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
奄
美
大
島
群
島
内
13
校

で
約
３
６
０
人
の
就
職
希
望
者
が

お
り
、
う
ち
60
人
が
地
元
で
の
就

職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

昨
年
卒
業
し
た
学
生
の
中
に
は

「
奄
美
で
就
職
を
希
望
し
て
い
た

が
応
募
の
時
点
で
地
元
の
求
人
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
仕
方

な
く
県
外
事
業
所
に
応
募
し
た
」

と
い
う
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
雇

用
の
維
持
等
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
優
秀
な
人

材
を
郷
土
に
残
す
た
め
「
早
期
の

求
人
申
込
み
」
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
求
人
の
申
し
込
み
時
期
は
、
こ

ん
な
に
も
差
が
あ
る
ん
で
す
。

高
校
求
人
の
平
成
16
年
10
月
末

の
出
現
率
（
平
成
17
年
３
月
末
を

１
０
０
％
と
し
た
数
値
）
県
外
事

業
所
91
％
　
県
内
事
業
所
70
％

名
瀬
管
内
事
業
所
11
％

求
人
の
手
続
き
は
決
し
て
面
倒

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬
学
卒
求
人
担

当1
０
９
９
７
（
５
２
）
４
６
１
１

遺
言
は
お
済
み
で
す
か

遺
言
は
亡
く
な
っ
た
後
の
、
争

い
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
、
大
切
な
人
に
対
す

る
愛
と
感
謝
の
贈
り
物
で
す
。

心
も
体
も
元
気
な
う
ち
に
作
成

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

公
正
証
書
遺
言
は
、
あ
な
た
の

お
気
持
ち
を
公
証
人
が
直
接
お
聴

き
し
て
公
証
人
が
作
成
し
ま
す
。

自
宅
、
病
院
で
も
作
成
で
き
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
の
開
封
、
検
認
手
続

き
は
い
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ

名
瀬
公
証
役
場

名
瀬
市
幸
町
12
―
22

1
０
９
９
７
（
５
２
）
２
６
６
１

（11） 平成17年７月号

お
知
ら
せ

海
の
贈
り
物

サンゴ礁池の岩礁に住み、幼貝はサンゴ礁池の潮間

帯に多い。大型のタカラガイで背面中央部がよくふく

らみ厚く重い。白地に多数の円形の黒褐斑がある。沖

縄や奄美では１個500円前後で売られている。

ホ
シ
ダ
カ
ラ
ガ
イ



行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談

所
の
開
設

警
察
で
は
８
月
１
日
（
月
）
〜

８
月
31
日
（
水
）
の
期
間
「
行
方

不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

・
長
い
間
音
信
が
な
く
、
連
絡
が

と
れ
な
い

・
家
出
し
て
行
方
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
行
方
不
明
と
な

っ
て
い
る
方
を
捜
し
て
お
ら
れ
る

ご
家
族
な
ど
、
気
軽
に
相
談
所
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
所
に
お
い
て
は
、
家
出
時

の
服
装
、
所
持
品
、
身
体
特
徴
に

つ
い
て
も
う
一
度
お
聞
き
し
て
再

度
調
査
す
る
と
と
も
に
、
写
真
を

お
持
ち
で
あ
れ
ば
写
真
か
ら
の
再

調
査
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

名
瀬
警
察
署
鑑
識
係

1
０
９
９
７
（
５
３
）
０
１
１
０

鹿
児
島
県
警
察
本
部
鑑
識
課

1
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

少
額
訴
訟
手
続
き
と
は

民
事
訴
訟
の
う
ち
少
額
の
金
銭

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
速
や
か
に

解
決
す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

裁
判
所
に
は
定
型
訴
状
用
紙
や

定
型
答
弁
書
用
紙
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
ご
利
用

下
さ
い
。

少
額
訴
訟
の
特
徴

①
60
万
円
以
下
の
金
銭
の
支
払
い

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
限
っ
て

利
用
で
き
る
手
続
き
で
す
。

②
原
則
と
し
て
１
回
の
期
日
で
双

方
の
言
い
分
を
聞
い
た
り
証
拠

を
調
べ
た
り
し
て
、
直
ち
に
判

決
を
言
い
渡
し
ま
す
。
た
だ
し
、

相
手
方
が
希
望
す
る
場
合
な
ど

は
、
通
常
の
訴
訟
手
続
き
に
移

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
証
拠
書
類
や
承
認
は
、
審
理
の

日
に
そ
の
場
で
す
ぐ
に
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ

ま
す
。

④
裁
判
所
は
、
訴
え
を
起
こ
し
た

人
の
請
求
を
認
め
る
場
合
で

も
。
分
割
払
、
支
払
猶
予
、
遅

延
損
害
金
免
除
の
判
決
を
言
い

渡
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤
少
額
訴
訟
判
決
に
対
し
て
不
服

が
あ
る
場
合
に
は
、
判
決
を
し

た
簡
易
裁
判
所
に
不
服
（
異
議
）

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
地
方
裁
判
所
で

の
再
度
の
審
理
を
求
め
る
こ
と

（
控
訴
）
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
少
額
訴
訟
判
決
等
に
つ
い
て

は
、
判
決
等
を
し
た
簡
易
裁
判

所
に
お
い
て
も
金
銭
債
権
（
給

料
・
預
金
等
）
に
対
す
る
強
制

執
行
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平成17年７月号　（12）

町 職 員 募 集
平成17年度喜界町職員採用候補者試験を次のとお

り行います。
◇採用職種
・一般事務
・消防士（救急救命士の資格を有する者）
◇採用人員
それぞれ若干名

◇受験資格
昭和53年４月２日から昭和63年４月１日まで

に生まれた者で高等学校以上を卒業した者
（平成18年３月卒業見込みの者を含む）

◇第１次試験日時・会場
平成17年９月18日（日）役場会議室

◇申し込み受付け期間
平成17年８月１日（月）～８月18日（木）
※郵送の場合当日消印有効

◇問い合わせ先
申込書、その他詳しくは役場総務課へ
〒891-6292 鹿児島県大島郡喜界町湾61
喜界町役場総務課　1 0997（65）1111

◇お急ぎください！「特別障害給付金」請求
平成17年４月１日から「特別障害給付金制度」が施行されましたが、この制度は認定されると、申請した翌
月の分から給付金を受け取ることができるというものですから、申請が遅れた月分だけ受け取れる給付金が少
なくなります。申請する方はお急ぎください。
〔特別障害給付金とは〕

国民年金に任意加入していなかったことにより障害基礎年金等の受給権を有していない障害者の方に対し
て、国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情を考慮して、福祉的措置として給付金を支給するも
のです。

〔対象者〕
○平成３年３月以前の期間で任意加入対象の学生であった方。
○昭和61年３月以前の任意加入対象となっていた厚生年金保険、共済組合等の加入者の配偶者。であって、
当時任意加入していなかった期間内に初診日がある傷病により、現在、障害基礎年金１，２級相当の障害
の状態にある方。ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当された方に限ります。

〔平成17年度の支給額〕支給額は物価の変動に応じて改定されます。
障害基礎年金１級相当に該当する方：月額５万円（２級の1.25倍）
障害基礎年金２級相当に該当する方：月額４万円
※障害者手帳の等級とは異なります。また、所得額、老齢年金等の受給によって支給制限があります。

〔申請〕お住まいの市役所・町村役場で申請してください。
鹿児島社会保険事務局年金課　1 099-812-0151

国民年金だより



じ
２
・
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
３
）

〈
作
り
方
〉
①
ツ
ワ
ブ
キ
の
葉
柄

（
茎
の
部
分
）
は
、
適
当
な
長
さ

に
折
っ
て
軽
く
ゆ
で
、
外
皮
を
む

く
（
硬
い
と
き
は
さ
ら
に
ゆ
で

る
）。
一
晩
ほ
ど
水
に
さ
ら
し
、

あ
く
抜
き
を
す
る
。
②
①
を
４
〜

５
㎝
長
さ
に
切
り
、
太
い
も
の
は

裂
い
て
水
気
を
切
る
。
③
干
し
椎

茸
は
も
ど
し
て
細
切
り
。
他
の
材

料
は
全
て
細
切
り
に
す
る
。
④
炒

め
鍋
に
油
を
熱
し
、
ま
ず
豚
肉
を

炒
め
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
加
え
て

炒
め
た
ら
、
他
の
材
料
を
入
れ

て
炒
め
合
わ
せ
、
調
味
料
を
加

え
て
味
を
調
え
る
。
塩
・
コ
シ

ョ
ウ
味
で
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
お

い
し
い
。

（
調
理：

食
生
活
改
善
推
進
員

※
分
量
は
参
考
ま
で
の
値
で

す
。
ご
家
庭
の
味
に
加
減
し
て

お
楽
し
み
下
さ
い
）

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

季
節
を
問
わ
ず
島
の
ど
こ
に
で

も
自
生
し
て
い
る
「
ツ
ワ
ブ
キ
」。

身
近
な
食
材
で
す
が
、
下
処
理
が

大
変
だ
っ
た
り
、
独
特
の
青
臭
さ

が
苦
手
だ
っ
た
り
で
、
佃
煮
以
外

に
は
、
な
か
な
か
使
う
機
会
が
な

い
よ
う
で
す
。
食
生
活
改
善
推
進

員
さ
ん
の
料
理
検
討
実
習
の
ツ
ワ

ブ
キ
を
使
っ
た
料
理
の
中
か
ら
、

炒
め
物
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
分
量
〉
ツ
ワ
ブ
キ
の
葉
柄
300
ｇ

・
干
し
椎
茸
10
ｇ
・
人
参
80
ｇ
・

玉
ね
ぎ
100
ｇ
・
油
揚
げ
１
枚
・
豚

肉
100
ｇ
・
板
こ
ん
に
ゃ
く
（
白
）

１－２
枚
・
油
大
さ
じ
１
・
調
味
料

（
砂
糖
大
さ
じ
１
･
み
り
ん
大
さ

（13） 平成17年７月号

島
の
食
材
で

ク
ッ
キ
ン
グ

●

ツ
ワ
ブ
キ
の
炒
め
物

（
約
５
人
分
）

ツワブキ



平
成
十
七
年
度
大
島
地
区
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
総
会
が
六

月
一
日
、
喜
界
町
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
地
区
内
市

町
村
と
大
島
教
育
事
務
局
か
ら
四

十
五
人
が
参
加
し
た
。

十
六
年
度
事
業
報
告
と
会
計
報

告
の
承
認
の
あ
と
、
十
七
年
度
の

運
営
方
針
の
具
体
策
と
し
て
、
単

位
子
ど
も
会
・
育
成
会
等
の
組
織

の
充
実
、
郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も

会
員
の
育
成
等
の
事
業
の
充
実
が

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
阿
伝
子
ど
も
会
が
「
地

域
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
き
、
わ

ら
べ
歌
の
伝
承
活
動
な
ど
伝
統
的

な
事
業
や
文
化
的
活
動
を
続
け
て

い
る
。
地
域
で
行
わ
れ
る
様
々
な

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
」
と
の
理
由
で
今
年
度

の
大
島
地
区
の
表
彰
団
体

の
一
つ
に
選
ば
れ
た
。

総
会
後
の
研
修
会
で
、

「
地
域
の
教
育
力
を
語
る

会
」
と
し
て
瀬
戸
内
町
と

与
論
町
か
ら
の
実
践
事
例

発
表
が
あ
り
、
参
加
市
町

村
の
情
報
・
意
見
交
換
を

行
い
、
地
域
と
の
連
携
活

用
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

が
な
さ
れ
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会
　
長
＝
佐
藤
信
義
（
伊
仙
町
）

副
会
長
＝
茂
木
孝
也
（
名
瀬
市
）

副
会
長
＝
羽
佐
田
弘
（
喜
界
町
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー（
初
級
）研
修
会

で
あ
る
。

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
男
子
　
坂
嶺
校
区
Ｓ
Ｐ

優
勝
女
子
　
湾
少
女
バ
レ
ー

○
サ
ッ
カ
ー

優
勝
　
湾
サ
ッ
カ
ー
Ｓ
Ｐ

○
剣
道

優
勝
　
早
町
Ｓ
Ｐ

○
軟
式
野
球

優
勝
　
ガ
ッ
ツ
喜
界

平成17年７月号　（14）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓

大
会
喜
界
予
選
大
会
が
五
月
二
十

二
日
〜
六
月
十
二
日
の
四
週
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
優
勝
し
た

団
体
・
個
人
は
、
七
月
二
十
四
日

に
名
瀬
市
で
行
わ
れ
る
大
島
地
区

大
会
に
出
場
す
る
。

各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り

社
会
教
育
有
志
指
導
者
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
（
初
級
）
研
修

会
が
六
月
十
一
日
、
町
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
会

活
動
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を

修
得
し
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図

り
、
今
後
さ
ら
に
各
子
ど
も
会

活
動
の
充
実
と
活
性
化
を
図
る

趣
旨
で
、
町
内
の
中
・
高
校
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。

内
容
は
、「
子
ど
も
会
と
ジ

阿伝子ども会表彰受ける
大島地区子ども会育成連絡協総会

ス
ポ
少
競
技
別
交
歓
大
会
喜
界
予
選

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
　
上
嘉
鉄
Ｓ
Ｐ

○
卓
球

優
勝
男
子
　
早
町
Ａ

優
勝
女
子
　
滝
川
Ａ

男
子（
五
・
六
年
）米
盛
幸
汰

女
子（
五
・
六
年
）生
島
小
梅

男
子（
四
年
以
下
）成
田
勇
太

女
子（
四
年
以
下
）山
之
口
美
樹

家
庭
学
習

六
〇
・
九
〇
運
動

大
島
地
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、「
家
庭
学
習
六
〇
・
九
〇
運

動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
小
学
生
最
低
六

〇
分
、
中
学
生
最
低
九
〇
分
の
家

庭
学
習
時
間
の
確
保
を
目
指
し
、

子
ど
も
一
人
一
人
が
次
の
三
カ
条

を
決
め
て
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
条
　
自
分
の
目
標
時
間
を
決

め
る
。

第
二
条
　
家
庭
で
の
約
束
事
を
決

め
る
。

第
三
条
　
保
護
者
も
一
緒
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
め
る
。

詳
し
い
こ
と
は
、
各
学
校
か
ら

連
絡
が
あ
り
ま
す
。
喜
界
町
の
全

家
庭
が
、
本
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
熱
心
に
家
庭
学
習
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」
を
第

二
中
福
田
芳
朗
校
長
、「
人
権
同

和
教
育
」
を
町
教
委
竹
下
公
博
指

導
主
事
、「
喜
界
町
の
歴
史
と
風

習
」
を
町
教
委
野
崎
拓
司
埋
蔵
文

化
財
担
当
が
分
か
り
や
す
く
講
義

し
た
。
ま
た
、
実
技
と
し
て
「
や

さ
し
い
手
話
教
室
」
を
宜
名
真
孝

子
手
話
教
室
講
師
、「
危
険
予
知

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
町
教
委
中
尾

奨
派
遣
社
会
教
育
主
事
、「
心
肺

蘇
生
法
」
を
消
防
署
員
が
行
っ
た
。

最
後
に
、
受
講
者
を
代
表
し
て

第
一
中
学
校
三
年
の
幸
里
菜
子
さ

ん
が
、「
今
日
一
日
学
校
で
は
体

験
で
き
な
い
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
、
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
発
表
を
し
た
。
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折
り
お
り
に
お
数か

ず

と
ど
け
て
呉
れ

る
友
の
情
の
染
み
て
涙
拭
き
つ
つ

向
井
　
ト
キ

ま
さ
ぐ
り
て
文
読
む
人
に
吾
が
心

届
け
と
点
字
う
ち
つ
づ
け
お
り

北
島
　
シ
ナ

子
や
孫
の
病
み
て
見
舞
い
に
行
け

ぬ
時
八
十
路

や

そ

じ

を
生
き
し
心
は
揺
れ

る

有
村
　
道
子

梅
雨

つ

ゆ

し
げ
く
日
々
続
き
い
て
水
無

み

な

月づ
き

の
暦
め
く
り
つ
老
先
を
追
う

竹
田
ヨ
シ
子

み
ど
り
濃
き
薄
き
も
あ
り
て
庭
の

樹
々
遥
か
に
住
め
る
病
む
友
思
う

平
尾
　
チ
ヨ

孫
た
ち
に
う
る
さ
い
と
云
わ
れ
黙

る
我
時
代
の
流
れ
か
と
自
ら
に
問

う

屋
良
ミ
ノ
子

他
人

ひ

と

の
哀
れ
病
み
て
こ
そ
知
る
殊

更
に
拙

つ
た
な

き
わ
れ
に
修
業
の
道
か

美
代
　
イ
シ

ま
ろ
や
か
に
老
い
た
し
朝
の
花
活

け
て
ひ
と
り
静
か
に
思
慕
を
も
つ

と
き

郡
　
　
市
子

島
を
訪と

ふ
白
鷺
は
舞
い
鳥
達
は
声

競
い
合
ふ
昔
な
が
ら
に弥

島
　
幸
子

夫つ
ま

在
ら
ば
告
げ
た
き
事
の
あ
る
今

宵
語
り
か
け
く
る
杜
鵑

ほ
と
と
ぎ
す
の
声

林
　
　
蓮
香

残
る
世
を
健
や
か
な
れ
ば
よ
し
と

せ
む
夫つ

ま

と
酌
み
ほ
す
夏
兆
す
宵

嶺
倉
　
祝
子

枝
ご
と
に
朱
を
際
立
た
せ
咲
き
誇

る
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
は
夏
を
告
げ

お
り

武
田
　
幸
子

氏
　
名
　
保
護
者
　

住
所

簗
瀬
　
真
生

ま

お

淳
　
　
赤
連

柏
原
　
碧あ

お

斗と

裕
之
　
　
池
治

古
沼
　
寛
之
　
　
湾

積
山
百
合
子
　
　
鹿
児
島
市

愛
甲
　
洋
平
　
　
赤
連

濱
田
亜
由
美
　
　
西
之
表
市

新
田
　
真
二
　
　
佐
手
久

喜
　
　
和
世
　
　
佐
手
久

赤
　
　
連
　
澄
　
　
　
松
　
84
才

荒
　
　
木
　
照
　
　
茂
助
　
82
才

小

野

津
　
安
田
　
繁
元
　
80
才

湾
　
　
　
　
向
井
　
修
治
　
84
才

阿
　
　
伝
　
津
田
　
つ
る
　
93
才

手
久
津
久
　
前
泊
　
　
哲
　
72
才

赤
　
　
連
　
牧
岡
　
修
枝
　
63
才

伊

実

久
　
相
良
　
フ
デ
　
75
才

■
香
典
返
し

上

嘉

鉄
　
　
澄
　
　
重
七

伊

実

久
　
　
武
藤
　
節
子

荒
　
　
木
　
　
輝
　
ト
キ
子

名
瀬
市
有
屋
　
向
井
　
奉
文

荒
　
　
木
　
　
照
　
　
シ
ズ

神
　
　
宮
　
　
安
田
　
セ
イ

■
寄
付
金

喜
界
町
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト

代
表
　
　
栄
　
忠
則

（平成17年６月30日現在）
世帯数…… 3,818戸 （－5）
人　口…… 8,556人 （－15）
男 …… 3,968人 （－9）
女 …… 4,588人 （－6）
―（ ）は前月比―

（

喜界島に引っ越ししてまだ１年
経過してませんが、たくさんのお
友達ができました。今年の夏は、
海でおもいっきり泳ぎたいです。
みなさん、よろしくお願いいたし
ます。

（

社
協
だ
よ
り

上園
かみその

田
だ

明真海
あ ま み

ちゃん
（５歳６カ月）

竜志浪
りゅうじろう

くん
（３歳４カ月）

心
しん

太
た

浪
ろう

くん
（１歳10カ月）

父＝慶蔵　母＝アリアナ〈赤連〉

（
オニオコゼに注意！

最近、オニオコゼに刺される事
例が３例発生しました。オニオコ
ゼの背びれと胸びれの棘には毒が
あり、刺されると激痛を伴い、傷
口がしびれたり、腫れ上がります。
重傷だと嘔吐、下痢、腹痛、呼吸
困難を引き起こします。もし刺さ
れた場合は傷口をよく洗浄し速や
かに医師の治療を受けて下さい。
オニオコゼは周囲に体色を合わ

せたり、砂に潜っているため、見
つけにくい魚です。海水浴では靴
を履くなど十分に注意して下さい。
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荒
木
民
俗
芸
能
保
存
会
が
、

昔
の
農
作
業
風
景
を
再
現

▲
ヤ
キ
ム
ッ
チ
ー
に
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
は

い
か
が

▲

▲テントの前は、時間前から人だかり

▲飛ぶように売れたパッションフルーツの苗

▲ありがとう、吉川精一さん
喜
界
の
夏
の
味
覚

フ
ワ
リ

▲

何
か
い
い
物
な
い
か
な

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

▲

私
の
血
管
年
齢

は
？

▲ ▲菱刈町のお米とシイタケも人気

▲夏と冬の二度味わえる喜界の
メロン
人気のトントンレース▲

最後のお楽しみは抽選会▲
人
、人
、人
…
…

し
ま
興
し
祭
り

大
に
ぎ
わ
い




